
a ７ 年 １ 月 ７ 日㈫午前１０時～正午ごろ（午前 ９ 時４５分からパレ
ード入場、荒天中止）
b東久留米駅西口ロータリー
c▼消防団による一斉放水▼消防少年団による演技▼消防団員
の永年勤続表彰と退団者への感謝状贈呈
i午前 ９時～午後 ０時半は駅西口ロータリーから最初の交差点
までの間で交通規制を行うほか、バス・タクシー乗降場所を変
更します（右図参照）。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いします▼当日午前１０時に開催を告げるサイレンが市
内一斉に鳴ります。火災ではありませんので、ご注意ください

l防災防犯課☎０４２・４７０・７７６９

消防団出初式を消防団出初式を
開催します開催します

図　交通規制区間
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東京都農業祭の品評会で市内の生産者の方々が受賞しました！

　１０月２５日・２６日に東京国際フォーラムで第
５３回東京都農業祭の品評会が開催されました。
この品評会は、都内の生産者の栽培技術・品
質向上と東京の農畜産業が担う重要性を理解
していただくことを目的に毎年開催され、特
に優秀な作品には、金賞などが授与されます。
今年は１,０００点を超える農畜産物が出品され、
見事、市内の生産者の方々が受賞しました。
おめでとうございます。受賞は次の通りです。
l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

金　賞

良好賞
ダイコン
三沢敏雄氏

優良賞
ブロッコリー
奥住光男氏

梨
島﨑光司氏

ホウレンソウ
篠宮仁氏

ダイコン
髙野政則氏

東
京
都
野
菜
生
産
団
体
連
絡
協
議
会

会
長
賞

ネ
ギ
・
小
金
井
尚
史
氏

秋冬秋冬のの野菜大集合 旬野菜大集合 旬のの味覚を楽しもう！味覚を楽しもう！
昼市昼市をを開催します開催します

日時 12月１４日㈯ 午後 １時半から
（少雨決行）
※商品が無くなり次第終了

�環境保全対策のため、エコバッグの
持参をお願いします

市役所 １ 階屋外ひろば場所
旬のネギやブロッコリー、シクラメンなどを販売
予定です。詳細は市nをご確認ください。

　市民の皆さんに市内の農産物を知っていただくため、市の認定農業者の会および農業経営者クラブ会員が生産した新鮮な　市民の皆さんに市内の農産物を知っていただくため、市の認定農業者の会および農業経営者クラブ会員が生産した新鮮な
農産物を販売します。栄養価が高く美味しい旬の野菜で、食卓を彩ってみませんか。ぜひご来場ください。農産物を販売します。栄養価が高く美味しい旬の野菜で、食卓を彩ってみませんか。ぜひご来場ください。

l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

昼市の様子市n

今号の主な内容

No. 1363

令和6年
（2024年）

12／1 号
・市職員募集…………………………………………… ２面

・ ５年度人事行政の運営などの状況をお知らせします… ２面

・１２月 ２ 日から現行の保険証は発行を終了します… ３面

・パブリックコメント募集…………………………… ４面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち

〒203-8555 東久留米市本町３-３-１　☎042・470・7777（代）� https://www.city.higashikurume.lg.jp/
発行／東久留米市　　編集／企画経営室秘書広報課　　　　　　■東久留米市ホームページ
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　 ７年 ４月 １日以降に採用する職員を募集します。募集職種は、看護師
と土木技術です。その他受験資格などは、募集要項をご確認ください。
募集要項の配布市nから取得してください
申込受付期間１２月２６日㈭まで（必着）
申込方法市nから申し込みをした後、受験票などを郵送で
送付してください。詳細は募集要項をご覧ください

第3１回 「にぎやかカーニバル」「にぎやかカーニバル」
歌おう・踊ろう・笑顔いっぱいのステージへようこそ

　「にぎやかカーニバル」は「国連障害者の十年」を記念し開催され、
今年で３１回目を迎えます。
　参加団体による発表のほか、ゲストにプロダブルダッチチーム
BeeWorkerをお招きして、 ２本のロープが交互に回転する中でア
クロバットダンスなどのパフォーマンスで皆さんに笑顔をお届けし
ます。障害のある方もない方も、皆さんが主人公になり、一緒に楽
しみましょう。ぜひ、ご来場ください。
a１２月１４日㈯午後 １時半開演（ １時開場）b生涯学習センターホール
c歌、ダンス、演奏、みんなで作る舞台他j▼手話通訳あり▼主催
＝障がい児・者と共に楽しむ集い実行委員会（NPO法人かるがも花
々会）▼後援＝市社会福祉協議会、東久留米市l同実行委員会委員
長・下田☎０４２・４７７・６４９２

市職員募集 l職員課☎０４２・４７０・７７１６

市n
表　市職員募集の職種・募集人数など

採用時期 職種 試験区分 募集人数

令和７年４月１日
以降採用

看護師
（心身障害児通園施設の看護師） − 若干名

土木技術 Ⅰ類（大学卒程度）
若干名

土木技術（主任採用） Ⅰ類（大学卒程度）
※�試験では適性検査、口述による面接試験を行います。配慮が必要な方は、申し込み前にご
相談ください。　（例＝車椅子を使用しているため、会場に配慮してほしいなど）

１ 職員の任免および職員数に関する状況
（１）採用、退職など（５年度）

５年
４月１日現在

５年４月２日～６年４月１日 ６年
４月１日現在採用など 退職など

職員数 ５９４人 ３０人 ２５人 ５９９人
※職員数は、一般職に属する職員数です。

時間外勤務手当
支給実績（５年度決算） ２億５,０４７万６千円
職員１人当たり支給年額（５年度決算） ４７万６千円
支給実績（４年度決算） ２億４,５００万５千円
職員１人当たり支給年額（４年度決算） ４６万１千円

地域手当（５年４月１日現在）
支給実績（５年度決算） ２億３,216万１千円

支給職員１人当たり平均支給年額（５年度決算） ３８万３,７３６円
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
全地域 １０％ ６０５人 ６％

３　職員の給与の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口

（６年１月１日）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率

（B／A）
（参考）
４年度の
人件費率

５年度 １１万６,５１２人 ４８６億8,439万４千円 ６３億5,280万２千円 １３．０％ １２．３％

５　職員の研修および人事評価制度の状況（５年度）
（１）職員の研修の状況
区分 内容 件数 延べ人数

独自研修 年度ごとに作成する研修計画により開催する市役
所独自の研修（新任職員研修、接遇研修など） ３３件 ２,５７１人

研修所
研修

職員研修所において開催される研修（新任研修、
現任研修など） ６２件 ３１７人

専門派遣
研修

専門的知識や能力の向上を図るため、各課からの
要望に基づき、他団体へ研修生を派遣する研修（国
や東京都、その他の団体などが開催する専門研修）

７７件 ９６８人

（２）人事評価制度の実施状況
　職員の能力・業績を公正に把握し、能力・実績に基づく人事管理を行うこ
とにより、人材育成に努め、住民サービスの向上を図ることを目的として人
事評価制度を実施しています。
　・評価の要素　　業績評価、能力評価　　　　・評価対象者　　全職員
　・評価の期間　　４月１日～３月３１日
　・評価結果　　　勤勉手当および昇給へ反映

４　職員の分限および懲戒処分の状況
区分 分限 懲戒

５年度の状況 休職１３件
いずれも心身の故障による ０件

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（A）

給与費 一人当たり
の給与費
（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

５年度 ５４０人 ２０億4,332万１千円
５億８，１０３
万５千円

８億９，５０９万
１千円

３５億１，９４４万
７千円

６５１万
７千円

※ １　�職員手当には、退職手当を含みません。
※ ２　�職員数は、 ５年 ４月 １日現在の一般職に属する普通会計部門の職員数です。（再任

用短時間勤務職員を除く）
※ ３　�給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数には

当該職員を含んでいません。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
東久留米市 全国市平均

令和５年 ９７．9 ９８．６
平成３０年 １００．８ ９９．１

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。

２　職員の競争試験の状況（５年度）

職種 受験申込者数（書
類選考実施）

筆記試験
受験者数

筆記試験
合格者数

最終合格
者数

競争率
（倍）

一般事務 １９２人 １７８人 １１８人 ２５人 ７．７
土木技術 ４人 ２人 ２人 ０人 −
建築技術 ３人 ３人 ２人 １人 ３．０
保健師 １２人 １１人 ８人 ６人 ２．０
栄養士 １５人 １４人 １３人 ３人 ５．０
看護師 １人 １人 １人 １人 １．０

（５）等級別・職制上段階別の職員数の状況（５年４月１日現在）
ア　行政職給料表（一）等級別基準職務表
職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
５級 参事の職務で部長及びこれに相当する職務 １０人 １．８％
４級 副参事の職務で課長及びこれに相当する職務 ３４人 ６．０％

３級 主事の職務で課長補佐及びこれに相当する職務 １３人 ２．３％
主事の職務で係長及びこれに相当する職務 ９２人 １６．３％

２級 主事の職務で主任及びこれに相当する職務 ２１８人 ３８．６％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 １９８人 ３５．０％

※端数処理のため、構成比の合計が１００％にならない場合があります。
イ　行政職給料表（二）等級別基準職務表
職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
４級 主事の職務で統括技能長の職務 − −
３級 主事の職務で技能長の職務 − −
２級 主事の職務で技能主任の職務 ２７人 １００％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 − −

※端数処理のため、構成比の合計が１００％にならない場合があります。

（６）職員手当の状況
期末手当・勤勉手当（５年度）

区分 東久留米市 国
１人当たりの
平均支給額 １６３万５千円 ―

支給割合
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
２.４０月
（１.３５月）

２.２５月
（１.１月）

２.4５月
（１.３７５月）

2.0５月
（０.９７5月）

合計 ４.６５月（２.4５月） ４.５０月（２.3５月）
職務段階別加算 有り 有り
※ １　（　 ）内は、再任用職員に係る支給割合です。
※ ２　 １人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

（２）部門別職員数の状況と主な増減理由	 （各年４月１日現在）
区分

部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由５年 ６年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ９人 １０人 １人 役職定年者の活用による体制強化

総務 １１７人 １１７人 ０人
税務 ４９人 ４７人 △２人 欠員不補充

民生 １９４人 ２００人 ６人 欠員補充、業務量の増加

衛生 ４９人 ４７人 △２人 職員の退職及び再任用短時間職員の配置

労働 ０人 ０人 ０人
農水 ４人 ４人 ０人
商工 ５人 ５人 ０人
土木 ５５人 ５２人 △３人 人員の見直し、欠員不補充

小計 ４８２人 ４８２人 ０人 （参考：人口１万人当たり職員数４１．4人）
教育 ５８人 ６２人 4人 産休・病休等対応補充、欠員補充
消防 ０人 ０人 ０人

小計 ５４０人 ５４４人 4人 （参考：人口１万人当たり職員数４６．7人）
公
営
企
業
等

会
計
部
門

下水道 ７人 ７人 ０人
その他 ４７人 ４８人 1人 新規事業、業務見直し
小計 ５４人 ５５人 １人

合計 ５９４人 
［８６７人］

５９９人 
［８６７人］

５人
［０人］

（参考：人口１万人当たり職員数
５1.4人）

※ １職員数は、一般職に属する職員数です。
※ ２［　 ］内は、条例定数の合計とその増減人員数です。
（３）年齢別職員構成の状況（６年４月１日現在）

年齢

２０
歳
未
満

２０
歳
〜
２３
歳

２４
歳
〜
２７
歳

２８
歳
〜
３１
歳

３２
歳
〜
３５
歳

３６
歳
〜
３９
歳

４０
歳
〜
４３
歳

４４
歳
〜
４７
歳

４８
歳
〜
５１
歳

５２
歳
〜
５５
歳

５６
歳
〜
５９
歳

６０
歳
以
上

計

職員数 ０
人

１５
人

３２
人

５２
人

８６
人

６４
人

６６
人

８７
人

７７
人

６４
人

４０
人

１６
人
５９９
人

※職員数は、一般職に属する職員数です。

（４）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（５年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

東久留米市 ４１．３歳 ３１万２，２５７円 ４３万０,２５５円 ３６万０,１２６円
国 ４２．４歳 ３２万２，４８７円 － ４０万４，０１５円

区分
技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

東久留米市 ５２．２歳 ３１万５,０７０円 ３５万９,０３９円 ３４万８,５７４円
うち清掃作業員 ５３．３歳 ３１万５,４５５円 ３５万４,９６４円 ３５万１,３００円
うち学校給食員 ４９．９歳 ３１万９,８７１円 ３５万３,７１６円 ３５万１,８５９円
うち用務員 ＊ ＊ ＊ ＊
国 ５１．２歳 ２８万６,９４２円 − ３２万９,１７８円

※ １　�「平均給料月額」とは、 ５ 年 ４ 月 １ 日現在における各職種ごとの職員の基本給の
平均です。

※ ２　�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、
通勤手当および時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。ただし、
期末・勤勉手当は含みません。

※ ３　�「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額に時間外勤務手当、
特殊勤務手当などの手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同
じベースで再計算したものです。

※ ４　�個人情報保護の観点から、対象となる職員数が １ 人または ２ 人の場合は「アスタ
リスク（＊）」としています。その他、数値のない欄については、「ハイフン（−）」
としています。

５年度人事行政の運営などの
状況をお知らせします

その他の手当（５年４月１日現在）

手当
名 内容および支給単価

国の制
度との
異同

国の制度
と異なる
内容

支給実績
（５年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額
（５年度決算）

扶養
手当

配偶者（課長職を除く）
	 ６,０００円
配偶者（課長職）
	 ３,０００円
子ども	 ９,０００円
その他の親族
	 ６,０００円
１６歳～２２歳の子ども
がいる場合の加算
	 ４,０００円

異なる
支給対象
者、支給
単価

３,７２１万円 １９万８２０円

住居
手当

当該年度末３５歳未満
の借家・借間に居住
する世帯主など
� １万５千円

異なる

支給対象
者、支給
対 象 区
分、支給
単価

１,０８９万円 １６万１４７円

通勤
手当

・�交通機関を利用する
職員に対しては６カ
月通勤定期代を一括
支給
・�バス利用の者に対し
ては必要金額をIC
カードなどの使用金
額に換算し支給
・�交通用具（自動車、
自転車など）使用者
に対しては、用具の
種類、距離によって
細分化された一律の
金額を毎月支給

異なる

交通用具
使用者の
使 用 距
離、支給
額

4,026万４千円 ８万６,０３４円

管理
職
手当

部長職９万８,８００円
課長職６万５,９８５円 異なる

支給対象
者、支給
額

４,１００万円 ８9万１,３１０円

休日
勤務
手当

休日において正規の
勤務時間中に勤務す
ることを命ぜられた
職員に対して支給
勤務１時間当たりの
単価×１３５％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

７３２万３千円 ５万2,681円

夜間
勤務
手当

正規の勤務時間として
午後１０時から翌日の
午前５時までの間に勤
務することを命ぜられ
た職員に対して支給
勤務１時間当たりの単
価×２５％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

８８万９千円 ２９万６,３８１円

退職手当（５年４月１日現在）

区分 東久留米市 国
自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・応募認定

支
給
率

勤続２０年 ２３．００月分 １９．６６９５月分 ２４．５８６８７５月分
勤続２５年 ３０．５０月分 ２８．０３９５月分 ３３．２７０７５月分
勤続３５年 ４３．００月分 ３９．７５７５月分 ４７．７０９月分
最高限度 ４３．００月分 ４７．７０９月分 ４７．７０９月分

１人当たりの
平均支給額 ３７１万６千円 １,８５１万5千円 − −

定年前早期退
職特例措置

定年前１年につき２％を
割増（最大２０％）

定年前１年につき３％を
上限とした割増（最大４５％）

※ １　�１ 人当たりの平均支給額は、 ５年度に退職した全職種に係る職員に支給された平
均額となっています。

※ ２　�１ 人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

特別職の報酬などの状況（５年４月１日現在）
区分 給料月額など

給料
市長 ９６万円
副市長 ８４万円
教育長 ７７万円

報酬
議長 ５５万円
副議長 ５１万円
議員 ４８万円

期末
手当

市長
副市長 （５年度支給割合）４．６５月分
教育長
議長
副議長 （５年度支給割合）４．６５月分
議員

退職
手当

（算定方式）
給料月額　　　　　　　支給率 （１期の手当額）（支給時期）

市長 ９６万円×在職年数×４００／１００ １,５３６万円 任期終了時
副市長 ８４万円×在職年数×３００／１００ １,００８万円 任期終了時
教育長 ７７万円×在職年数×２５０／１００ ５７７万５千円 任期終了時

備考 「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率
に基づき、１期勤めた場合における退職手当の見込額です。

　市では、市民の皆さんに市の人事行政について
お知らせするため、人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例に基づき、市職員の給与の状況な
どの概要を公表しています。なお、詳細は
市nおよび市政情報コーナー（市役所 １
階）で１２月 ２ 日㈪よりご覧いただけます。
l職員課人事給与担当☎０４２・４７０・７７１６ 市n
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市

民

生

活

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
臨
時
夜
間

開
庁

a
１２
月
１９
日
㈭
午
後
６
時
～
８

時（
７
時
４０
分
ま
で
受
付
）

b
市
民
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

c
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け

取
り
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
本
人
確
認
な
ど
を
行

い
、
カ
ー
ド
は
後
日
郵
送
し
ま

す
。
詳
細
は
、
郵
送
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り

の
ご
案
内
ま
た
は
市
n
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

i
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
ご

本
人
が
市
役
所
へ
来
庁
し
て
く

だ
さ
い

k
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
▼

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
・
０
１
７
８
・
３
３（
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時〈
土
曜

・
日
曜
日
、

祝
日
を
除

く
〉）▼
専
用

予
約
サ
イ
ト

l
市
民
課
住
民
記
録
窓
口
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
２
２

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
で
き
ま
す
。

詳
細
は
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
市
税
な
ど
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

納
税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

市n

◎
市
税
を
期
限
ま
で
に
納
付
し

な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い

と
、
延
滞
金
を
併
せ
て
納
付
す

る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、

督
促
状
な
ど
を
送
付
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
に

は
勤
務
先
へ
給
与
状
況
な
ど
の

照
会
を
す
る
な
ど
財
産
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
同
調
査
の
結
果
、

財
産
が
判
明
し
た
場
合
は
、
国

税
徴
収
法
な
ど
に
基
づ
く
差
押

え
を
執
行
し
、
差
押
え
た
財
産

は
、
公
売
、
取
立
に
よ
り
換
価

（
換
金
）し
、
未
納
の
税
金
に
充

当
し
ま
す
。

滞納処分の流れ

l
納
税
課
納
税
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
０

事
業
者
の
方
へ 

償
却
資
産
申
告
書
の 

ご
提
出
を

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
に

用
い
る
た
め
に
所
有
し
て
い
る

構
築
物
・
機
械
・
器
具
な
ど
の

資
産
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
の

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し

て
い
る
方
は
、
７
年
１
月
１
日

時
点
の
資
産
の
所
有
状
況
を
、

７
年
１
月
３１
日
㈮
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
６
年
度
に
申

告
書
を
提
出
し
た
方
に
は
、
１２

月
上
旬
に
申
告
書
と
申
告
方
法

に
つ
い
て
の
案
内
を
発
送
し
ま

す
。
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方

で
、
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
告
は
申
告
書
の
郵
送
の
ほ

か
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子

申
告
、
窓
口
で
の
提
出
に
よ
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
申
告
の
詳
細
は
n

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
課
税
課
家
屋
資
産
税
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
２
７eLTAXn

こ
ど
も

と
教
育

12
月
は
児
童
手
当
の
定

例
払
月
で
す

　
１０
月
分
お
よ
び
１１
月
分
の
手

当
を
指
定
預
金
口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。

振
込
予
定
日
１２
月
１０
日
㈫

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

７
年
度
新
入
学
予
定
の 

児
童
・
生
徒
の
ご
家
庭
へ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
７
年

４
月
に
小
・
中
学
校
入
学
予
定

の
児
童
・
生
徒
の
ご
家
庭
へ
、

就
学
指
定
校
や
入
学
期
日
な
ど

を
記
載
し
た
入
学
通
知
書
を
１２

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
が
就
学
す
る
学
校
は
、
住

民
基
本
台
帳
の
住
所
に
基
づ
き

指
定
さ
れ
ま
す
。
７
年
１
月
７

日
㈫
ま
で
に
入
学
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
学
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

l
学
務
課
学
事
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
７
９

学
校
給
食
費
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
市
立
小
学
校
で
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
る
給

食
費
で
安
全
な
食
材
を
購
入
し
、

衛
生
的
な
調
理
を
行
い
、
児
童

へ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学

校
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
は
納
め
忘
れ
が

な
い
よ
う
、
納
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

l
学
務
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
７
９

高
齢
者

・
福
祉

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
か
く
さ
学
園 

入
園
児
募
集

e
心
身
に
障
害
や
発
達
に
遅
れ

を
有
す
る
就
学
前（
６
歳
未
満
）

の
児
童

募
集
人
員
▼
７
年
２
月
入
園
希

望
＝
１
人
▼
７
年
４
月
入
園
希

望
＝
９
人
程
度（
選
考
審
査
に

よ
り
入
園
の
可
否
を
決
定
）

k
１２
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮
に
、

所
定
の
入
園
申
請
書（
わ
か
く

さ
学
園
で
配
布
）に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
直
接
同
学
園
へ

申
し
込
み
を

l
同
学
園
☎
０４２
・
４
６
７
・
３

２
７
５

高齢者・福祉市民生活 こどもと教育

社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
を

年
末
調
整
・
確
定
申
告

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

な
ど
の
際
、
対
象
の
年
の
１

月
１
日
～
１２
月
３１
日
に
納
付

し
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
自

分
以
外
の
家
族
の
保
険
料
も
納

付
し
た
場
合
、
ご
自
身
の
控
除

と
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
告
の
際
に
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」の
添
付
・
提
出
が

必
要
で
す
。
日
本
年
金
機
構
で

は
こ
の
証
明
書
を
、
６
年
１
月

１
日
～
９
月
３０
日
の
間
に
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
１０
月

下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
か
け
て

順
次
、
１０
月
１
日
～
１２
月
３１
日

の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
７
年
２
月
上
旬

頃
に
送
付
予
定
で
す
。
証
明

書
は
大
切
に
保
管
の
上
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

と
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
連
携

し
て
利
用
し
て
い
る
方
に
は
、

証
明
書
の
電
子
送
付
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
申
告
な
ど
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

l
日
本
年
金
機
構
n
、
ね
ん

き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
、

武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４

２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

※後期高齢者医療制度以外の方は、加入している健康保険（保険者）にご確認ください。

◎１２月 ２ 日～ ７ 年 ７ 月３１日に新たに資格取得される方などには
「資格確認書」をお送りします（申請不要）
　マイナ保険証の保有状況にかかわらず、１２月 ２ 日～ ７年 ７月３１
日に新たに資格取得する方、保険証の記載事項に変更があった方
には、「資格確認書（オレンジ色・有効期限 ７ 年 ７ 月３１日）」を送付
します。医療機関等で提示することにより、これまでの保険証と
同様に保険診療を受けることができます。

◎マイナ保険証の利用登録解除について
　マイナンバーカードと健康保険証利用登録は
任意であるため、利用登録の解除を希望する方
については、１１月 １ 日から解除申請の受付を開
始しています。解除申請は保険年金課（市役所
１ 階）または郵送でお手続きできます。詳細は
市nをご覧ください。

市n

◎マイナンバーカードの健康保険証利用に関するお問い合わせ
マイナンバー総合フリーダイヤル☎０１２０・９５・０１７８（ ５ 番を選択し、
音声ガイダンスにしたがってお進みください）
受付時間▼平日＝午前 ９時半～午後 ８時▼土曜・日曜日、祝日＝
午前 ９時半～午後 ５時半（年末年始を除く）
※マイナンバーカードの健康保険証情報の誤りなども連絡可
l保険年金課高齢者医療係☎０４２・４７０・７８４６

　１２月 ２ 日から現行の保険証は発行を終了し、マイナン
バーカードでの健康保険証利用（マイナ保険証）を基本と
する仕組みに移行します。１２月 １ 日までに交付した保険
証および限度額適用（・標準負担額減額）認定証は有効期
限が切れるまで使うことができます。

１２月 ２ 日から現行の保険証は発行を終了します１２月 ２ 日から現行の保険証は発行を終了します後期高齢者医療制度に
加入している方へ

市n

6．12．1 3



住
環
境

防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
で
災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
備
え
や

対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

a
１２
月
１４
日
㈯
午
前
１１
時
～
午

後
３
時（
雨
天
荒
天
な
ど
に
よ

る
中
止
の
場
合
は
２２
日
㈰
）

b
都
立
六
仙
公
園

c
災
害
時
に
役
立
つ
日
常
備
蓄

品
の
紹
介
や
在
宅
避
難
時
の
ト

イ
レ
の
使
用
方
法
な
ど
を
体
験

で
き
ま
す

j
主
催
は
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
実

行
委
員
会

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

環
境
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示

　
１２
月
の
地
球
温
暖
化
防
止
月

間
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
の
小
・

中
学
生
が
作
成
し
た
環
境
に
関

す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

環
境
問
題
に
対
す
る
作
品
を
通

じ
て
、
こ
ど
も
達
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
場
所
・
期
間
▼
市
役
所
１

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
裏
ス
ペ
ー
ス

＝
１２
月
２
日
㈪
～
１３
日
㈮
▼
イ

オ
ン
モ
ー
ル
東
久
留
米
１
階
北

側
通
路
＝
１２
月
１９
日
㈭
～
２５
日

㈬l
環
境
政
策
課
計
画
調
整
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
～

　

１２
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯
は

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」期
間
で
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
春
・
秋
と

並
ぶ「
第
三
の
交
通
安
全
運
動
」

と
し
て
都
内
で
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、
都
民
一
人
ひ
と
り
に
交

通
安
全
意
識
の
普
及
、
浸
透
を

図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
年

末
期
に
お
け
る
交
通
事
故
お
よ

び
渋
滞
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
で

も
期
間
中
、
市
交
通
安
全
協
会

を
中
心
に
交
差
点
で
の
安
全
指

導
を
行
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保
②
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
③
二

輪
車
の
交
通
事
故
防
止
④
自
転

車
と
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
等
利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底
⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

◎
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認
③
夜

間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
④
飲
酒
運

転
は
禁
止
⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用◎
道
路
交
通
法
の
改
正

　
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

１１
月
１
日
か
ら
自
転
車
を
運
転

し
な
が
ら
携
帯
電
話
等
を
操
作

す
る「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」と「
自

転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
」に
つ

い
て
、
新
た
に
懲
役
や
罰
金
な

ど
の
罰
則
規
定
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車

安
全
利
用
五
則
な
ど
を
守
る
と

と
も
に
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」「
自

転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
」「
傘
さ

し
運
転
」「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
着
用
」

な
ど
の
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

l
田
無
警
察
署
☎
０４２
・
４
６
７

・
０
１
１
０
ま
た
は
市
管
理
課

管
理
調
整
担
当
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
４

同キャンペーンポスター

野
火
止
用
水
６
市
共
同

ク
リ
ー
ン
デ
ー
参
加
者

募
集

　
東
京
の
北
西
部
を
流
れ
る
野

火
止
用
水
の
沿
川
６
市
と
都
が
、

野
火
止
用
水
６
市
共
同
ク
リ
ー

ン
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
６
市
の
各
拠
点
か
ら
出
発
し
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
作
業
を
行
い

ま
す
。
野
火
止
用
水
に
興
味
の

あ
る
方
、
一
緒
に
ひ
と
汗
か
き

ま
せ
ん
か
。

a
１２
月
７
日
㈯
午
前
９
時
～
１０

時
頃（
８
時
５０
分
か
ら
受
け
付

け
）、
野
火
止
遊
園（
野
火
止
２

−

１１
）集
合

e
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

h
軍
手

j
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

k
１２
月
６
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
環
境
政
策
課
緑
と
公

園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５

３
へ

l
同
係６

年
度
東
京
都
消
防
褒

賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

　
１１
月
２６
日
に
都
庁
で「
令
和

６
年
度
東
京
都
消
防
褒
賞
」の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
消
防
団
か
ら
は
、
野
島
勝

氏（
第
二
分
団
）、
横
山
幸
生
氏

（
第
三
分
団
）、濵
中
俊
保
氏（
第

九
分
団
）の
３
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。
各
氏
は
市
消
防
団
員
を

拝
命
し
て
以
来
、
長
年
に
渡
っ

て
数
多
く
の
災
害
現
場
へ
出
場

し
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守

っ
て
き
た
功
労
お
よ
び
訓
練
や

警
戒
な
ど
に
積
極
的
に
精
励
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
民
の
安
全
の
た
め
、
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

l
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
９

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
員
は
、
仕
事
を
持
ち

な
が
ら「
わ
が
街
を
災
害
か
ら

守
る
」と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
人
、
大
切
な
自
分
の

街
を
守
り
た
い
」そ
ん
な
気
持

ち
を
お
持
ち
の
方
、
あ
な
た
の

力
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
も
地

域
に
密
着
し
た
消
防
団
に
入
団

し
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
々
の

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の

１８
歳
以
上
で
、
志
の
あ
る
身
体

強
健
な
方

消
防
団
の
身
分
・
処
遇
▼
消
防
団

員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
▼
報
酬
や
手
当
な
ど
は
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
▼

消
防
団
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た

場
合
は
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服

は
貸
与
さ
れ
ま
す
▼
職
務
に
あ

た
っ
て
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た

場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す

i
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
か
ら

居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
を
担
当

す
る
区
域
の
分
団
長
に
連
絡
し
、

ご
本
人
と
分
団
長
が
面
談
の
上
、

分
団
長
の
推
薦
の
も
と
、
消
防

団
長
が
任
命
し
ま
す
。
団
員
の

配
置
定
数
が
あ
る
た
め
、
分
団

に
よ
っ
て
は
入
団
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

k
l
同
課
消
防
担
当
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
６
９お

知
ら
せ

消
費
者
講
座「
今
さ
ら

聞
け
な
い
？
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

と
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」

　
「
今
年
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
新

し
く
な
っ
た
と
聞
く
け
ど
難
し

そ
う
」「
老
後
に
備
え
て
資
産
運

用
し
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」と
い

う
方
に
資
産
運
用
の
プ
ロ
が
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
は
じ

め
、
基
礎
知
識
を
わ
か
り
や
す

く
お
教
え
し
ま
す
。

a
７
年
１
月
１９
日
㈰
午
前
１０
時

～
１１
時
半

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c
株
式
、
債
券
、
投
資
信
託
の

特
徴
と
仕
組
み
や
投
資
の
リ
ス

ク
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
ほ

か
、
最
近
増
え
て
い
る
投
資
詐

欺
な
ど
金
融
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
方
法
も
お
教
え
し
ま
す

e
６０
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

d
伊
藤
魅
和
氏（
金
融
経
済
教

育
推
進
機
構
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）

k
１２
月
２３
日
㈪
ま
で
に（
消
印

有
効
）、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
は
が
き
に「
第
２
回
消

費
者
講
座
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

８
５

５
５
、
市
役
所
生
活
文
化
課
宛

て
郵
送
を

l
同
課
市
民
協
働
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
３
８

申し込み
フォーム

パブリックコメント募集

c地域福祉として進める支援や仕組みづくりについての計画
提出方法期間中に（必着）、「東久留米市地域福祉計画（第 ４次改定）東久
留米市成年後見制度利用促進基本計画・東久留米市再犯防止推進計画
（素案）への意見」と明記して、住所・氏名・年代（例＝３０代）・ご意見（書
式自由）を記入の上、郵送（〒２０３−８５５５、市役所福祉総務課宛て）、m
（fukushisomu@city.higashikurume.lg.jp）、o（０４２・４７０・７８０８）、
または同課窓口で提出を
l福祉総務課（市役所 １階）☎０４２・４７０・７７４９

東久留米市地域福祉計画（第 ４次改定）東久留米市成年後見制度
利用促進基本計画・東久留米市再犯防止推進計画（素案）

c教育・保育および地域子ども・子育て支援事業に関する計画
提出方法期間中に（必着）、「第 ３期東久留米市子ども・子育て支援事業
計画（素案）への意見」と明記して、住所・氏名・年代（例＝３０代）また
は学年・ご意見（書式自由）を記入の上、郵送（〒２０３−００３３、滝山 ４－
３ －１４、わくわく健康プラザ内、こども家庭センター宛て）、m
（kodomokatei@city.higashikurume.lg.jp）、o（０４２・４７１・０９０９）
または同センター窓口で提出を
j同素案は各児童館でも閲覧可能
lこども家庭センター（わくわく健康プラザ内）☎０４２・４２０・６７４１

第 ３期東久留米市子ども・子育て支援事業計画（素案）

c市の特別支援教育を更に推進するために取り組むべき施策の計画
提出方法期間中に（必着）、「東久留米市第 ３ 次特別支援教育推進計画
（素案）への意見」と明記して、住所・氏名・年代（例＝３０代）・ご意見（書
式自由）を記入の上、郵送（〒２０３−８５５５、教育委員会指導室特別支援
教育係宛て）、m（shido@city.higashikurume.lg.jp）、o（０４２・４７０
・７８１１）、または同課窓口で提出を
l指導室特別支援教育係（市役所 ６階）☎０４２・４７０・８０３２

東久留米市第 ３次特別支援教育推進計画（素案）

cこどもたちの読書環境の整備と読書活動を推進するための計画
提出方法期間中に（必着）、「第四次東久留米市子ども読書活動推進計画
（素案）への意見」と明記して、住所・氏名・年代（例＝３０代）・ご意見（書
式自由）を記入の上、郵送（〒２０３−００５４、中央町 ２ － ６ －２３、中央図
書館宛て）、m（tosho@city.higashikurume.lg.jp）、o（０４２・４７５・
６６３１）、または同館窓口で提出を
l中央図書館（同館 ２階事務室）☎０４２・４７５・４６４６

第四次東久留米市子ども読書活動推進計画（素案）

■共通事項
募集期間１２月 ２ 日㈪～２３日㈪閲覧方法募集期間中に、市政情報コー
ナー（市役所 １階）・問い合わせ先部署、各図書館、市nでご覧いた
だけます（ただし、各施設の閉庁日・休館日を除く）
i電話や来庁による口頭でのご意見は受け付けできま
せん。お寄せいただいたご意見は、個人情報を除いた
上で要約し、市nで公開します。ご意見の返却や個別
の回答は行いませんので、あらかじめご了承ください 市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ住環境



お知らせ 官公署など職員募集

第
４
回
市
議
会
定
例
会

　
令
和
６
年
第
４
回
市
議
会
定

例
会
が
１２
月
２
日
㈪
～
２３
日
㈪

の
日
程
で
開
催
の
予
定
で
す
。

一
般
質
問
が
４
日
㈬
～
９
日
㈪
、

常
任
委
員
会
が
１１
日
㈬
～
１３
日

㈮
、
予
算
特
別
委
員
会
が
１６
日

㈪
の
予
定
で
す（
い
ず
れ
も
土

曜
日
、
日
曜
日
は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
貸
付
事
業

　
都
で
は
、
受
験
生
を
持
つ
生

計
中
心
者
に
対
し
、
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。
高

校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

対
象
校
に
入
学
し
た
場
合
、
返

済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

４
年
度
よ
り
収
入
要
件
が
緩
和

さ
れ
、
連
帯
保
証
人
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

受
付
対
象
中
学
３
年
生
、
高
校

３
年
生
、
６
年
４
月
１
日
時
点

で
２０
歳
未
満
の
高
校
・
大
学
の

中
途
退
学
者
・
浪
人
生
な
ど

貸
付
金
額
▼
学
習
塾
等
貸
付
金

＝
２０
万
円
▼
受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
な
ど
が
２
万
７
４

０
０
円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が

８
万
円（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

j
利
用
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い

k
７
年
１
月
３１
日
㈮
ま
で
に
福

祉
総
務
課（
市
役
所
１
階
）へ
。

都
の
事
業
で
す
が
、
申
し
込
み

は
同
課
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
は
７
年
１
月
２４
日
㈮
ま

で
に
事
前
に
連
絡
の
上
、
同
課

に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
手
続
き
も
可
能
で
す

l
福
祉
総
務
課
福
祉
政
策
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
４
９

市n

１２
月
１
日
～
１
月
３１
日
は

寄
附
禁
止
強
化
期
間
で
す

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や

団
体
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

「
贈
ら
な
い
」、
有
権
者
は
政
治

家
に
寄
附
を「
求
め
な
い
」、
政

治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

「
受
け
取
ら
な
い
」の「
三
な
い

運
動
」を
皆
さ
ん
で
徹
底
し
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

j
こ
こ
で
い
う「
政
治
家
」と
は
、

現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加
え
、

候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
人
も
含
み
ま
す

l
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
９
０

中
小
企
業
等
資
金
融
資

制
度
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業

者（
金
融
保
険
業
・
不
動
産
業

・
風
俗
営
業
を
除
く
）に
低
利

率
で
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、
利

子
や
信
用
保
証
料
の
一
部
を
市

が
助
成
し
て
い
ま
す
。

e
市
内
の
法
人
ま
た
は
個
人
事

業
主

i
▼
申
し
込
み
後
に
書
類
の
審

査
と
実
質
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
▼
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

j
▼
詳
細
は
市
n
を
ご
覧
く
だ

さ
い
▼
事
前
に
提
携
金
融
機
関

へ
の
ご
相
談
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す

k
産
業
政
策
課
労
政
商
工
係

（
市
役
所
６
階
）に
必
要
書
類
を

提
出

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
３

市n

職
員
募
集

児
童
厚
生
指
導
員（
会

計
年
度
任
用
職
員
・
専

門
職・育
休
代
替
職
員
）

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市n

任
用
期
間
７
年
１
月
１
日
～
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
場
所
市
内
学
童
保
育
所

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
月
額
２１
万
７
９
７
０
円

応
募
資
格
の
有
無
有

募
集
説
明
会
１２
月
４
日
㈬
午
前

１１
時
か
ら（
４０
分
程
度
）・
市
役

所
２
階
２
０
４
会
議
室

申
込
期
間
１２
月
１２
日
㈭
ま
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

官
公
署

　
な
ど

東
村
山
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
駐
車
場
に
つ
い
て

　
７
年
１
月
～
４
月
下
旬
の
期

間
は
、
東
村
山
税
務
署
の
駐
車

場
が
確
定
申
告
会
場
と
な
る
た

め
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん（
身
体
障
が
い
者
用
駐
車

場
を
除
く
）。
ま
た
、
同
署
外

に
臨
時
駐
車
場
は
設
置
し
ま
せ

ん
の
で
、
来
署
の
際
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

　
自
宅
な
ど
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
確
定
申

告
書
を
作
成
、
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
る
自
動
入

力
も
大
変
便
利
で
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
国
税
の
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
で

　
金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口

に
行
か
な
く
て
も
、
国
税
の
納

付
手
続
き
が
で
き
る
便
利
な

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
国
税

庁
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
東
村
山
税
務
署
☎
０４２
・
３
９

４
・
６
８
１
１

国税庁n

北
多
摩
北
部
地
域
保
健
医

療
協
議
会
　
委
員
募
集

　
地
域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

e
小
平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬

市
、
東
久
留
米
市
、
西
東
京
市

在
住
で
７
年
４
月
１
日
時
点
で

１８
歳
以
上
の
方（
都
職
員
お
よ

び
当
該
地
域
の
市
職
員
を
除

く
）

募
集
人
数
３
人
以
内

任
期
最
長
２
年

k
７
年
１
月
２４
日
㈮
ま
で
に

（
消
印
有
効
）、
作
文「
感
染
症

や
食
の
安
全
な
ど
の
健
康
に
関

わ
る
課
題
に
取
り
組
み
、
安
心

し
て
心
身
と
も
に
健
や
か
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
、
協
議
会
委
員
と
し

て
提
案
し
た
い
こ
と
」（
１
２
０

０
字
以
内
）と
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
載
の
上
、
郵
送（
〒

１８７

−

０
０
０
２
、
小
平
市
花
小

金
井
１

−

３１

−

２４
、
多
摩
小
平

保
健
所
企
画
調
整
担
当
宛
て
）

ま
た
は
m（S1153504@

secti 
on.m

etro.tokyo.jp

）で
送

信
を
。
詳
細
は
同
保
健
所
n
を

ご
覧
く
だ
さ
い

l
同
保
健
所
☎
０４２
・
４
５
０
・

・
３
１
１
１

医
療
や
調
理
師
業
務
に

従
事
す
る
方
は
届
け
出

が
必
要
で
す

◎
医
療
に
従
事
す
る
方

　
医
師
法
な
ど
に
よ
り
、
１２
月

３１
日
現
在
の
氏
名
・
住
所
等
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

e
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

・
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師

・
准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・

歯
科
技
工
士

提
出
期
限
・
方
法
７
年
１
月
１５

日
㈬
ま
で
に
保
健
所
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
厚
生
労
働
省
へ

l
都
保
健
医
療
局
医
療
人
材
課

☎
０３
・
５
３
２
０
・
４
４
３
４
、

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
同
局
薬
務

課
☎
０３
・
５
３
２
０
・
４
５
０

３◎
調
理
師
業
務
に
従
事
す
る
方

　
今
年
は
調
理
師
業
務
従
事
者

届
の
該
当
年
で
す
。
調
理
師
法

に
よ
り
、
１２
月
３１
日
現
在
の
就

業
場
所
等
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

e
都
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
調
理
師
免
許
取
得
者

提
出
期
限
・
方
法
７
年
１
月
１５

日
㈬
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た

は
郵
送
で
指
定
の
届
出
先
へ

l
都
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部

健
康
安
全
課
☎
０３
・
５
３
２
０

・
４
３
５
８

《
共
通
事
項
》

　
詳
細
は
都
内
保
健
所
窓
口
ま

た
は
都
保
健
医
療
局
n
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
ご
案
内

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
入
会
説
明

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

a
１２
月
１８
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時
の
間
で
１
時
間
程
度（
原
則

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

b
同
セ
ン
タ
ー（
下
里
４

−

１

−

４４
）

e
市
内
在
住
の
原
則
６０
歳
以
上

で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

f
先
着
２０
人
程
度

h
年
度
会
費
２
０
０
０
円（
当

日
入
会
の
方
）、
本
人
確
認
書

類
、
筆
記
用
具

k
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い（
同
セ
ン
タ
ー

n
か
ら
仮
登
録
が
で
き
ま
す
）

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
０
７
３
８

会 員 募 集
◆雅心剣友会＝a毎週土曜日午後 ５ 時～ ７
時および日曜日午前 ８ 時～１１時b第五小学
校g入会金９００円、会費月１,０００円jこども
から大人までどなたでも歓迎。ブログをぜ
ひご覧くださいl三瓶☎０４２・４７２・４０５２
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日午前
９ 時２０分～正午b青少年センターg入会金
１,０００円、会費年４,０００円jじゅうたん上で
行うカーリング。シニア向けの適度な運動
ですl吉川☎０８０・６８１８・３０６５
◆空手教室（公式ルール派）＝ab毎週月曜
日が神宝小学校、火曜日が小山小学校、　
木曜日が第一小学校、金曜日が東部地域セ
ンター、いずれも午後 ６ 時～ ８ 時。日曜日
が第二小学校、午前１０時～正午g入会金
１,０００円、会費月３,０００円（家族・高齢者割引

あり）j ２ 歳児から高齢者まで。基礎から
ムリなく指導。無料体験ありl依岡☎０９０
・３２２３・９４６７
◆日本空手道禅空＝a毎週水曜～土曜日午
後 ６ 時半～ ７ 時半b日本空手道禅空g会費
月７,０００円j「たんぽぽのような強く穏やか
な人を育む・・・」をモットーに指導して
いますl鈴木☎０９０・５２１６・８８８１
◆滝山青葉会ボウリング同好会＝a偶数月
の第 １ 金曜日午後 １ 時半～ ２ 時半b久米川
ボウルg入会金２,０００円、会費年１,０００円他
j７０～８０代の男女で ２ ゲームをしてます。
表彰式有、ハンディ付l近藤☎０９０・６４９０
・３８０２
◆ウィークディテニスサークル＝a毎週月
曜・水曜・金曜日いずれも午後 １ 時～ ５ 時
b小山テニスコートg入会金１,０００円、会
費 ６ カ月６,０００円jテニスを通して健康な
体力を図りませんか。初級者講習が有りl
橋本☎０４２・４７３・４５５２
◆観世流謡曲同好会　春秋会＝a月 ２ 回。

第 ２ ・第 ４ 金曜日午後 １ 時半～ ４ 時b滝山
団地第 ２ 住宅集会所g会費年 ２ 回２,０００円
jお腹に力を入れて謡うので健康にも良い
ですよ。経験者歓迎。見学可l中村☎０４２
・４７４・９０７９
◆謡曲同好会萬融会＝a月 ２ 回。月曜日午
前 ９ 時半～正午b生涯学習センター他g会
費月３,０００円他jシテ方の能楽師と皆で大
きな声で楽しむ。お茶タイムも楽しんでま
すl池田☎０９０・４８１４・４２７１

催 し
◆なんでも相談会（東久留米生活と健康を
守る会）＝a１２月２１日㈯午後 １ 時半～ ３ 時
b生涯学習センター集会学習室 ５g無料j
国保、介護保険、生活保護、共同墓所、終
活など何でも相談会l乾

いぬい

☎０８０・１２１０・
５２８６
◆Xmasリトミック♪（アミ・リトミック）
＝a１２月２４日㈫午前１０時半〜１１時半b滝山
住宅西集会所g参加費こども５００円j ８ カ

月～未就園児の方、Xmasをリトミックで
楽しみましょう♪l中山☎０８０・１１８９・
９６６３
◆東久留米うたう会例会（東久留米うたう
会）＝a１２月 ８ 日㈰午後 ２ 時からb東部地
域センターg参加費３００円jみんなで昔の
うた、今のうた、外国の歌など楽しく歌い
ましょうl湯田☎０４２・４７４・７９９２
◆コンサート（女声コーラス　ゼーレ）＝a
１２月 ８ 日㈰午後 ２ 時開演（ １ 時半開場）b生
涯学習センターホールg入場料５００円j２５
周年記念コンサートを開催します。ご来場
お待ちしておりますl吉田☎０４２・４２４・
５４５２
◆東京花祭り（東京花祭りの会）＝a１２月１４
日㈯午前１１時～午後 ７ 時b西部地域センタ
ー前広場g無料j愛知県奥三河の「花祭」を、
御園花祭保存会を迎えて開催しますl千田
☎０４２・４７３・５６５２
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